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本校では体操大会に向けて

全校児童で体操練習に取組ん

でいます。大会に向けた度胸試しと当日は参加しない１学級

の演技披露のために壮行演技発表を行いました。大切なこと

３つとして「けがをしないこと」「一生懸命すること」「緊張

しても力を出すこと」を子ども達に伝えました。

１０月１６日に

行われた体操大会に３年生以上の１２名で参加しま

した。“足先まで意識してきれいな演技をする”ことを目標に、練習に取組んできました。今年

も体操経験者の青木誉之さんに指導をしてもらいそれぞれにレベルアップをして大会に臨みま

した。緊張の中よく頑張りました。

結
果
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

天気を心配しながらでしたが、無事、稲刈りができました。春の田植え以来、

子ども達は収穫の日を待ち望んでいました。鎌を

手に楽しそうに稲刈り、脱穀の作業をしました。大切そうに落ち穂拾

いをしている様子に波佐っ子の良さを感じました。今年の収量は４俵

でした。収穫した米を使ってのクッキン

グが次の楽しみです。

稲刈り当日(１０月７日)は、お米作りでお世話になっている金崎

さんの誕生日でした。稲刈り終了後、お礼に合わせお祝いの気持ち

を込めて歌をプレゼントしました。稲刈り後の田んぼに「ハッピバ

ースディ ディア 金崎さ～ん…」の歌声と笑い声が響き渡りました。

本校を会場に中堅教員の研修会があり、1学級の国語の授業を公

開しました。

授業前、2年生二人はワークスペースでけん玉をして待っていま
した。（どんな人たちが来るんだろう？）という気持ちだったのでしょうか、なんだか落ち着か
ない様子でした。授業内容は、登場人物の様子や気持ちを読み取り、音読の工夫の考えるとい
う難しいものです。が、２年生の二人は普段から教科書をしっかり読み込み、発想力豊かにど
んどん発表しました。緊張しながら、いつもよりちょっと声小さめ、言葉少なめでしたが、し
っかりと考え、一生懸命に学習する姿が見られました。
少人数学校では子ども達全員が主役とよくいいますが、授業ではひとりの役割が大きい分だ

け、いい意味でも悪い意味でも目立ってしまい、息をつく間がありません。人間の集中力の持
続は15分と言われています。子どもならもっと短くなります。ですから、普段は教師が意図的
に、気分転換を図ったり、休憩を入れたりします。緩急のある学習を通して波佐の子ども達は
切り替えと集中の力を高めています。
しかし、この日の授業では17名の教師の目が二人に向いているのですからそういうわけには

いきません。45分間ずっと集中し続けました。授業後、見られた先生方からは二人を賞賛する
言葉が尽きませんでした。



１日(金) 登校指導

３日(日) 波佐文化祭

５日(火) ラブック号

６日(水) 浜田市連合音楽祭 AM
１０日(日) 学習発表会

給食の時、向かいに座ったAさんとこんな会話をしました。
「今日、頑張ったね。どうだった？」 「緊張しました。いつもと違いました。」
「そうだったね。Rさんはどうだった？」 「いつもと違ってました。」
「G先生は？」 「いつもと違ってました！笑笑笑！」
まさに師弟同行です。

２学級は、理科で水の学習をしています。（水が沸騰したり氷に
変化したりするときの温度や状態の変化など）生活経験の中で何
となく知っていることですが、子ども達が素朴に捉えていること
と実際とは違うことがあります。例えば、「水は熱するといくらで

も温度が上がる(実際は約100℃)」「湯を沸かしたときに出てくる白い湯気は水蒸気(実際は湯気
は小さな水の粒、水蒸気は目に見えない気体)」などです。この様に素朴に捉えている概念を修
正するのは意外に難しく、実験を通して一つ一つ捉え直していくのです。
『湯を沸かしたときに出る白いもやもやは何だろう？ けむり？けむりではない？』という疑
問について実験をして考えました。子ども達の会話です。
「けむりなら臭いがするはず。」「何かが燃えていないからけむりじゃない。」
「でてきた白いもやもやを集めて確かめよう。」
「どうやって集める？」
「サランラップを使おう。」「袋で集めよう。」「フラスコみたいな入れ物で集めよう。」「カプ
セル。」「ふたができないと逃げちゃうよ。」

などいろいろなアイディアがでました。ビーカーで集める事になりました。
＜実験中＞
「やっぱりけむりではない。臭いがしない。」
「もやもやが消えていく。ビーカーに水滴がついてる。」「さわっていいですか？」
「けむりじゃなくて湯気だよ。」
「湯気って水滴だったんだ。」

けむりと湯気の違い、湯気の正体は小さな水の粒であることを正しく学習しました。この様に
実験を通して一つ一つ納得しながら理解していくことが小学校の理科では大切です。つぎは、
最も難しい水蒸気の正体について学習をします。

児童表彰記録

１３日(水) ロング昼休み

１４日(木) ﾛｰﾄﾞﾚｰｽ大会 10:40
１９日(火) ふれあい学習わかあゆ

元気ﾁｬﾚﾝｼﾞｳｨｰｸ
２０日(水) JP貯金 就学時健診 13:30
２５日(月) ５校時授業下校 15:00

教育相談週間

朝９時開

演です。

ぜひ、ご

来校くだ

さい！
文責 加藤


